
・国際 交 流 そ'の 理 論 と実 践 ・

国阪交流 理恰与実践

李 永寧

志村 和久

TheoryandゴracticeofCulturalExchangebetweenJapanand

China

言 語 表現 の真 髄 は舞 台 で のセ リフに あ る。"百 見 は一 聞 に如 ず … …"・

言葉 とい うもの は、 変 に い じ く りまわ さな い方 が よい。"Don'tdoc.

itsomuch!"。 分析 とい う解剖 学 的 な研 究 もた しか に 必要 で はあ る

:1が、 そ うした血 だ らけ な仕 事 は そ の筋 の外 科 医 に まか せ た らよい。 言

語 の庶 民 と して は、 そ う した 生 ぐさ い肢 体(body)よ り、美 しい リズ

ムを持 ったいきい きとした人間か ら発せ られ る言禦 『魅せ らμ 為。

旧本語、中国語 ともに美 しい言語 である。 目本語 は中国語 の強い影

響 を受け℃育 って来た。 日本語 の"辛 拉OK(カ ラオ ケ)"な どを受

入れた現代の中国語もそ の色 どりをそえる。言語を含む文化 と野 うも

のは、お互 いに持ちつ、持たれつ発展 して行 くものである。、

"忠臣蔵"と い う 日:本の伝統的思想を濃厚に表現 した作品を中国語

で1中 国語を学ぶ 日本人に演 じて中国人 に伝えてみ よう。そ うしたこ

とで真 の国際交流が叶 うのではなかろ うか。

言葉 とい うものは、先ず聞 くこと、そして話す こと、それが基本な

のではないか。始めにニオ トあ りき。

キーワー ド:歌 舞伎中国語訳、忠臣蔵漢訳、 日本語 の中国音漢字

ととで砥、とりあえず く理論 と実践〉と題 したが、それは起筆の念願で

あって、結果 としては 〈実践報告〉に傾斜したものとなった。

国際交流とは、ここでは、 日本 と中国の親善、相互理解を意味するが、

その方途 としては、同質乃至近似なるもの、例えば運動スポーツの如きも

めがある。もうひとつ、'異質乃至対比せられるもの、例えば芸能の如きも

のがある。日本人が中国を訪れれば、京劇の魅力に感動する。それに対比
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せられるものは、歌舞伎の魅力であろう。 この種 の古典芸能は、若干の基

礎知識を持つことによって、その理解 ・鑑賞は、 より一層深まり、楽 しさ

が倍加す る。

中国語学習の教材として、京劇、例えば 『孫悟空』の一一節を用いること

がある。その際、痛感させ られるのは、中国語を教えているのか、 日本語

を教えているのか、ふしぎな思いをさせられることである。 日本語に訳す

のに、内容が伝わればよいのではなく、適訳に迫るべきで あ り、「それを

言 うならば、こう言ってほ しい」と歯がゆ くなるのである。市販の訳本で

も、同様のことが多 く見 うけられるが、学生であればなおさらである。近

年の高校教育の歪みから、 日本人が 日本語を知 らないのである。『孫悟空』

のサルたちは、「翻筋斗上」一 「上」とは登場の意であるQこ れを、「も

んどり打 って」と訳して意味は通 じる。しか し、適訳としては、 「トンボ

を切って」と言うべきである。 しかも、 もうひとこと言 うならば、 トンボ

のアクセントは、チョウチョ・トンボの トンボとは違 うのだそうだ。そこ

まで知らなくてもよいと言って しまえば、それで終 りである。逆に、中国

の側にもあって、 諸葛亮が 〈借東風〉で唱う、 「設壇台、借東風 相助周

郎……」の 「助」の発音は、 日常会話の 「幇助」の 「助」 とは違 う。これ

らの専門知識は、その道の師について指導を受ければ、何でもないことで

あって、手近かにある中国語辞典では知ることができないけれども、京劇

の解説書を見れば簡単に知 り得ることである。

中国語教育には、初級 ・中級 ・上級と段階がある。少 くも指導者は、も

う一歩上をめざし、そのような専門の領域があることは十分諒解 しておか

ねばならない。たまたま個々の事例に対応できなくても、全般としてその

ようなものであることを承知しておくべきである。

さて、筆者志村は中国語学を専攻するかたわ ら、 日本 ・中国の古典芸能

をも、いわば副専攻とし、 日本各地の劇団の歌舞伎公演(注1)に関与 し、そ

の指導 ・演奏の実際も多年にわたっている。そのうち、調布市公民館の公

演では、一 日国際交流と銘打って、各国留学生を招待し、英文 ・ハソグル

ー58一



国際交流 その理論と実践

・中文の解説を用意するばか りでなく、時には舞台上で衣裳の着付けなど

も指導 ・実演した。これらの催しに、筆者李は全面的に協力し、共同研究

を重ねて来た。

このほど、調布の行事が五年がか ウで進めて来たr忠 臣蔵』各段の公演

を完了し、ひとくぎ りついたのを機に、今までの実際を反省し、その在 り

方の見直 しに役立てたいと思 う。本稿の主眼は、やや特殊に属する古典芸

能の領域で、申国訳による中国人の理解を考究することにある。その意味

から、筆者李の研究を重視して、執筆筆頭者とする。

『忠臣蔵』がいかなるものかは、ここでは説かないo日 本戯曲の最 も著

名なものの一つであ り、その眼目は、四十七士が団結 してひとつの目的に

突き進む姿が、素人劇団の運営に暗示するものがあるように思われ、 この

演 目を選んだ。また、r忠 臣蔵』は、大序から十一段まであって、むか し

は一 日がか りで上演 した。近年は、二部に分けて公演することも多い。素

人劇団が、その名場面を 〈つまみ食い〉 して、いわば 〈ミニ歌舞伎〉と銘

打って公演すれば、何回も継続できるのである。その結果、調布では五年

間続いた。

筆者志村の、文教大学における中国語指導の一つの願いは、とうとう夢

まぼろしと消え去ったが、それは、演劇指導であ り、また教科教育法とし

ては、 〈劇化学習の理論と実際〉の論述であった。そのことは、別に改め

て文字化することとして、〈中日〉の側からは、中国話劇(新 劇)の 指導、,

京劇等古典劇の指導を考えていることをふまえ、本稿では、 〈日中〉の側

からの、 しか も日本古典劇の場合を取 りあげようとするものである。中鼠

人による中国語訳の 厂狂言選」は手元にもあ り、 日本人向け中国語教枷 こ

使ったこともある。〈能〉〈歌舞伎〉の中国語訳 も、ないことはないが、 し

か し、歌舞伎の中国語訳は、適当なものが今手元にない。その代 りと言ウ

てはおか しいが、 ここに、次の一一書を紹介 しておこう。
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『旧本忠臣庫』『.

線装本 上中下三冊

宝文閣(名 古屋市、梶田勘助)

明治廿三年五月

清 『「鴻濛陳人重譯

此書清人譯我邦俗院本者近海舶載來不亦珍異乎是以請一先生傍附國訓以

命梓公世冀備君子閑燕之覽采云爾

は じめ匠鴻濛陳人誌として 『忠臣庫題辭』がある。乾隆五十九年正月上

元 と。

次に、鵬斎老人興識として 「序」がある。そのあと、第一回、第二回と

分かって、第十回に至る。その第十回は、七言の六句があ り、続いて 「話

説……となる・。第 七回も同様であるが、第二回は、八言二句に七言四句が・

あ り、続いて 「話説……となる。 この ように一様ではないけれども、浄瑠

璃本め訳として・のくふ うが随所に見られる。す なわち、,『忠臣庫』と言っ

て も、歌舞伎の台本からの翻訳ではなく、その原作に当る浄瑠璃、つまり

今 日俗に文楽と呼ばれているものの本である。これを日本では 「院本」と

書いで 「まるほん」.と呼ぶ。京劇は音楽劇であって、主役が唱う。それど

ころかアクμパ ヅトもする◎.'しか し、目本の歌舞伎では、主役が唱うこと

はなく、アクロバッ トもないσこのように、 日本 ・中国の演劇 ・音曲には

似た点 もあれば、異 る点 も・多々ある。

ここに紹介する本は、,浄瑠璃の気分を活かすべく、 ところどころに韻文

を交えている。第二回で、.加古川本蔵行国が煙草を吹か、しているとい う場

面の原文は、、次の通 りである。、

【原文】女小姓が持出る。煙草輪を吹 く雲を吹くσ廊下おとなふ衣の

香や、本蔵がほんさうの一人娘の小浪御寮、母のとなせ諸共に しとや
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かに立出れば……

これ を 訳 して、 以下 の如 くな って い る。

【訳文】只見一箇¥頭 、拿着芬盤、與本藏喫楓 烟氣濃濃、作雲作輪届

正:是

雲殘榊女夢 煙駐漢宮姿

遣興無人地 倉歡迎客時

仰天成月暈 窺苑作遊絲

知替忘憂物 偏能慰所思

従廊下走将出来,真 箇芙蓉窈窕香滿衣,這 就是本藏愛女、叫名可那美嘔

母親名喚托那設、徐徐兒出來……

五 言 八 句 の韻 文 は、 原 作 そ の もの で は な ぐ注 目に 値 す る。 また、 人名 に一

つ い て見 る と、 〈本蔵 〉 はそ の ま ま 〈本蔵 〉 で あ る が、 妻 の 〈戸 無瀬 詔 と

な せ 〉・は 〈托 那 設 〉〈併 音tuonashe)、 娘 の 〈小浪 呂 こな み 〉 は 〈可 那 美 〉

(併 音kenamei)と あ る。

な お、 ζの名 古 屋 版 の本 に は、 返 り点 ・送 り仮 名 が 施 さ れ 、 左 傍 に は

〈真箇 〉 に 〈マ コ トニ〉 と付 け 、 〈徐 徐 皃 〉 に 〈シ トヤ カ ニ〉 と付 け て い るひ

他 の小 説 本 な どの 日本版 に よ く見 る体 裁 で あ る。

凍に今回、別に現代語解説を試みた場所の関係で、七段 目つまり第七回

を開いてみよう。「

.まず平右衛門が大星に、討入同行を頼み入る条。大星は頭から相手にし

ない。

【原文】 よう思ふて見れば、仕損 じたら此方の首がころ り。仕:負ぜた二

らあとで切腹。 どちらでも死なねばならぬ。 といふは人参呑んで首 く
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くる様なもの。殊にそこ元は五両に三人扶持の足軽。お腹は立てられ

な、はっち坊主の報謝米程取って居て、命を捨て敵討しや うとは、そ

りゃ青海苔貰ふた礼に、太々神楽を打つや うなもの。我等知行千五百

石。貴様 とくらべると、敵の首を斗升で量る程取っても、釣合はぬ釣

合はぬ。所でやめた。ナ聞こへたか。兎角浮世は、か うしたものじゃ。

つ エてんつ 二てん。なぞと引きかけた所はたまらぬたまらぬ。

是は由良助様のお詞とも覚えませぬ。僅か三人扶持取る拙者めでも、

千五百石の御自分様でもつなぎました命は一つ。御恩に高下はござり

まぜぬ。

【訳文】・一味哩想東想西、念起貪生之心來、若是做不成、我們頭滾滾

地、雖然做得成、也後來破肚死了、東也要死、西也要死、譬似劇病皃

服參、癒後無價可還了、 自盡一般、况且侮是不過領五片金三石口糧的

歩卒、我似個説、也不要激惱、招化僣齋米一樣的細少吃 口糧、也要死

命報讐、是似割難用牛刀一班、孔夫子之所不取、我領錢糧一千五百擔、

比弥來、是:斬讎家的首級車載斗量、也封起不下、纔繦了報讎之念頭、

那里如今世上、只是彈的唱的、頑要勾得好了、

平右衞門道、這不像由良爺的話、僅領三石的晩生、和領一千五百擔的

奪丈野起、也是所係屬性命全同、怎生論恩惠厚薄、

「難を割 くに牛刀を用ひんや」の話を出し、孔夫子の取らざる所と言っ

ている。

次に、飛んで最 も有名なお軽の出となるところを見よう。九太夫が駕抜

け の計略で、駕かきと伴内が引込んだあとであるσ浄瑠璃の床(ゆ か)は

掛合で、最も美声の太夫が、お軽の部分を語る。浄瑠璃では 〈唱う〉と言

わず 〈語る〉と言 うが、素人耳には く唱 う〉と考えてかまわない。その原

丈は、

一62一



国際交流 その理論と実践

【原文】折に二階へ、勘平が妻のおかるは酔さまし。はや里馴れて吹

く風に、憂さをはらして居る所へ

く由良助〉……

【訳文1只 見勘平渾家活佳兒、搭:伏凭樓上欄干邊、看景思郷、感傷懐

抱、有詩爲證

辭輦畫成新樣眉 陌頭春樹上林枝

罷來長信宮中語 綻入翠樓花耳詞

由良助……

ここに詩を置いたのはみごとである。〈渾家〉は妻であ り、〈活佳免〉は

くおかる〉に当る。そのあと、〈三下 り歌〉があって、歌舞伎で言えば下座

音楽の受け持ちである。その歌詞は、

【歌】父よ母 よと泣 く声聞けぽ、妻に鸚鵝の、

なんじゃいなおかしゃんせ

うつ せ し言 の葉 。 ヱ ・

【訳】呼爺呼娘和鳴頻

疑是夫妻共結親

誰料写来鸚鵡語

頓教亥昌婦涙諸占巾

そのあと、おかるの延べ鏡の件 りとなる。由良助が、あた りをはばか り

なカミら、子息力弥(り きや)の 届けて来た御台様の長文を読む。これを、

向 う屋台の二階で酔さましのおかるが、手鏡を取 り出し、 これに御台様の

手紙をうつ して読み取るのである。そんなことができるはずもなく、原文

にも

【原文 ユ 夜 目遠 目な り、 字性 もお ぼ ろ、
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と言っている。 しか し、 日本の観客は、二階と下の座敷、そして、 さらに

は縁の下に九太夫が居るという構図を絵として見て、その絵そらごとを観

賞しているのである。かの、誇張はご本家のはずの清人も、 さすがにこの

条では黙 っていられなかった。 この本には、ところどころ上欄外に注記が

あるが、 この条の注記は次の通 りである。

【注】鏡子與千里鏡異矣、何有使遠物明見之理哉。是作者弄筆以欺痴

人處

この訳 本 は、 ま こ とに珍 書 であ り、 日本人 学 生 の教 材 と して も お も しろ

い。 そ の ことは、 また稿 を改 め る と して、 今 、 この訳 文 の紹 介 は こ の くら

い に と どめ る と し よ う。

筆者志村は、かねて中国語教育ならびに中国人 との会話において、・目本

の人名 ・地名等を中国音で言うことに反対 してきた。その論はここで力説

するいとまがない。いちおう、 日本の人名 ・地名等を日本の読み方で中国

人に伝えるものとして論を進めたい。

では、それをどのように表記するか、国際音声符号を用いるもよし、日

本で通常に用い られる(例 えば文部省式とか、ヘボン式とかと呼ばれる)

質一マ字表記を用いるもよかろう。そこでひとつの選択を考えねばならな

いとして、その論も棚に上げ、 ここでは、尸日本の読み方を漢字表記するこ

とを考えてみたい。以下、発音を示すものを 匸]内 に入 れ る として、∫

[ア]は 阿、[イ]は 伊と記すれば、これは、 日本の仮名文字の起源でもあ

り、すべてがこの伝でゆけば、まことにめでたいことである。しかるに、

実情は、そうはゆかない。方言などをさぐれば、相当するものがあるであ

ろうが、 ごく日常的なわか りやすい中国普通話 と日本の音訓を対称させれ

ば、 しばしば該当するものがないことがある。例えば[キ][ケ コの類は、
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該当する中国語(漢 字)が ない。中国入に対する甘本語教育では、、もっ と

値 接に、 日本の発音を示し、補助手段として(記 号として)は 、 日本式の

、ローマ字を用いたほ うが、将来何か'と便利である。けれ ども、今考えて～・

るの億、それと少し異る。次に一案を示す。表のうち()を 付したもの

は検討の余地があ り、()内 が空白のものは、榑 雅 の教示を待つものと

する。いちおう漢字を当てたものでも、適杏o論 はあるべきで、 ここには

手がか りを作ったにすぎない。なるべく四声の一声を優先させるが、語に

よって二 ・三 ・四声の文字を用意 しておくか、さまざまのことが考慮せら

れるであろう。

あ 阿

か 珈

さ 裟

た 搭

な.那

は 哈

,ま 麻

や'r

ら 拉

わ 蛙

い 伊 ・

き(規)

し 西

ち 期

に 尼

ひ(隲)

み 味

り 立

濁音等省略

う 鳥

く 噛

す 斯

つ 刺

ぬ'奴

ふ 夫

む 模

ゆ(由)

る 路

え 耶

け()

せ()

て(参)

ね(内)

へ()

め(没)

れ(列)

お 幄

こ 个

そ 縮

と 多

の(諾)

ほ(喝)

も 摸

よ 陶

ろ 略

こ・の よ うに、 い ち お うの手 がか りを 作 った と して 、 例 え ば、 目本 人 の中

国 語 初 級 教 育 に あ っ て、 最:近は、 あ ま りに も併 音 に た よ りす ぎ る。 教 材 カミ、

漢 字 に 総 ル ビの ご と く併 音 を な らべ て表 示 され て い る。 そ こで い ろい ろの

弊 害 を 生 じるが、 そ の ひ とつ と して、 いわ ゆ るギ ナタ ヨ ミに な る こ とで あ

る(注2)。 文 章や 会 話 は流 れ に 従 って発 音 せ られ るべ きで、 せ め て単 語、 単

語 の くぎ りが分 か って 発 音 して ほ しい6例 え ば匸 「逮 程 子 真 愛 下 雨 … …」

とい う とき に、 「這程 ・子真 ・爰 下 ・雨 … … 」 と読 まれ て いけ ない。 初 学
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者は、ただ併音をたどって発音することに懸命で、語の区切 りを無視する。

従って、教員の用意する教材は漢字も併音も、分かち書 きに留意すべきで

ある。以上のことは、今考えている中国人向けの日本語教育に.ついても言

えることであって、例えば、[エ ンヤ(益 谷)]と いう人名は、匚エコ匸ン]

[ヤコという三語ではない。それならば、漢字表記 も、機械的に表か ら三

字を拾ってくるのでなく、[恩Y]と 示 したほ うが近似値が得 られ ようと

い うものであるQ以 下、 目本の地名 ・人名等には下線を付 し、そのあとに

[コ を用いて漢字の中国音による発音を添えることとしよう。

[例]塩:谷(え んや)→[恩'r]併 音enya

高(こ うの)→[淘 諾]併 音gounuo

大星(お おぼし)→ 匚区波西]併 音ouboxi

さきほど紹介した清人重訳.『忠臣庫』では

となせ →托那設tuonashe

こなみ →可那美kenami

のごとき音訳があった。近似音が得られているように思 う。 しか し、

おかる →活佳児huojiar

の場合は、 〈新加坡〉の加に類するものであろうか。外国人名 ・地名の漢

訳を参照すべきか、 しか しながら北京普通話をとるとすればいかに考える

べきであろうか。

〈加〉は北京で[lia]で あるが、広州では[ga]で ある。〈佳〉は北京で

[lia]で あるが、広州では 匸ga]で ある。

本稿は、 日中国際交流のひとつの在 り方を論じるものであるが、は じめ

に記した調布における実践の一斑を以下に示そう。

忠臣藏[㊨ 出心嗜拉]

全十一段之内 第六 。七段

這去,在 日本的封建社会里,霾 常笈生逮祥的事;主 子冤枉致死,他 手

下的武士替他振仇雪恨。r忠 臣藏』[㊨ 出心噛拉]就 是以逮秤振仇力主題的
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代表作之一。

以前,日 本的武士犯了錯裸,用"剖 腹 自系"的 形式来灸起其責,叫 做
"[㊨哈拉規立ユ"

。

『忠臣藏』里的一段,有 个朗齪[㊨ 看北]的 英俊青年要剖腹自系。

他是个招人喜欧的漂亮小伏子,姑 娘伯看了就一見紳情。所以,当 演員的,

无不希望扮演迭个角色。

大釣三百年前,掌 握 日本全国政扠的,不 是天皇,而 是1塞皿[㊨ 多沽吻

蛙]大 將軍Q有 吋候,夭 皇派了一位使箏到這位大將軍的住梵迸行礼芍性拜

訪。有位叫塩釡:[曾 恩Y]的 渚侯負責接待逮位使蒲。在扶行接待任劣的這

程中、塩谷受上級渚侯直[㊨ 淘諾]的 百般ヨ碓,在 忍无可怨的情况下,塩:

谷拔刀行凶,彷 了塵。拮果塩釡被迫剖腹自系。

主子危急存亡之阪,有 位武士,叫 勘垂的,不 在主子身辿。当吋,他 正

和一个叫堕篷[㊨ 握伽路]的 情妃幽会昵!他 感到很慚愧,要 以剖腹自系

表込他自己的悔恨心情。但被墜隆搓住。死不了,活 不得,里 外不好傲人。

斑 只得先躱到1塑軽勉父来家,决 心等待肘机力主子昭雪。

軽這一个途径,壁 得知他的伏伴仞正要力他們的主子振仇。塑 垂当然

也要投入這个汁戈目。執行這个汁剣需要一大筆資金。有一夭,遊 手持猫槍,

在深山老林打野猪◎俣侮了一个赴路人,并 笈現他杯中有重金。勘平想到行

幼汁剣的資金同題,就 昧着良心,拿 了這毟銭,投 奔朋友,哀 求加入組銀,

替主子振仇。逮位迂路人,枋 勢尸重,終 リヨ死掉。村里的人抬回尸首。逮吋

遊 オ笈現他就是:堕軽的父来。逮些銭是厘軽雲身妓院得来。亶軽的母彖責

各塑堊,赴 到現場的兩个朋友也恨恨地責各他。他只是哀収,哭 泣。在七嘴

八舌的灘責声中,齪 剖腹自尽。

事后オ弄明白,墮 軽的父来是被人渫害致死,而 衄 …用槍打死的人:是系

害趣 隆父素的凶手,真 象大白,朋 友們追圦塑堊,把 他的名字邦重地列入振

仇名単里。由于重重涙会,餬 …是死去了。 但対他来悦,是"死 得其所。"

這出找所要描写的,不 是悲創,而 要描写力込到振仇雪恨逮个透大 目的甘愿
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去死的人。

話要悦回来,阿 軽不知道勘平的死,在 妓院当芝妓。太星[働 区波西]

:是組銀雪恨汁剣的首領。力了整个汁剣的順利執行,他 假装整夭泡在妓院偈

酒"取 尿"。有 一夭,大 星在妓院看朕絡信件,一 不小心,給 堕軽看見了,

力了保密,他 想把厘軽帯出去系人天 口。正在這吋,堕 軽的来哥哥平右衛門

[音黒耶孟]迸 来了。領会大石的意圈,力 了汁剣的順利執行,平 右衛門决

心紊手宗掉自己的妹妹。平右衛門対主子的這秤耿耿忠心,打 幼了太星。他

:取消了系害阿軽的念共,并 辻平右衛門加入振仇臥伍的成員之一。・

減副情市就介貂到迭里。力了演出成功,清 大家喝彩鼓励!謝 樹

忠臣藏 第八段

杢靈[㊨ 羨走]的 国秀杢浪[㊨ 可那弥]和 丞星[働 区波西]的 公子力

弥[㊨ 立規'r]是 対未婚夫妻。由于大星的主子不幸遭遇,這 冂素事也

受到達累。

小浪姑娘在地母来的陪同下,决 心到太星家拜訪落実自己的終生大

事。若事不成,勉 打算再也不想在人世了。

路上,姫 遇児江湖芝人,又 有吋見到其他渚侯家公主的堂堂行旅臥

伍,好 不熱嗣。迩有吋,路 辻偏辟的地方,忽 然一対蝴蝶精出現在姫眼

前。、

小浪姑娘幼身吋正是秋冬季芍,草 木枯寂的吋候,対 勉的未来悦是

存亡未 卜的旅程,心 情当然不会軽松。可是,凋 布市民歌舞伎対這些情

况加于必要的芝:木必理,超 越自然界的四季変迂,路 程兩傍述是各画家

的古典作品一祥絶雨脊 目,注 意突出鮮明悦 目的人物表演和熱鬧悦耳的

音旡。

舞台に公演したものは、大序か ら十一段 目までの各名場面を 〈ミニ歌舞

伎〉と したのである。ここに掲出した、六段 目・七段 目は、一部分縮約 し
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たが、ほぼ現行の大歌舞伎にめっ とうた。また、-八段 目は、舞踊劇であ り、

役者は戸無瀬 と小浪の二人である。 これでは役者があまってしまうので、

筆者志村が改作 した。つまり東海道を山科(や ましな)に 向からて旅する

母娘が,さ まざまの人や物にであうとい う設定である。とりわけr蝶 の道

行』を加えた。

この‡うなくふうは大詰の討入 りでも、.吉良邸と隣家土屋耶(注3)の両面

が躍動的に展開されるようにした。従って、それな りの外国人向けの説明

が必要となった。

最後に蛇足を添えたい。本稿は、標題に示す通 り、国際交流のあ り方を

探究する一つの手がか りを論 じるもρであった。それは、中国人に日本の

古典芸能を紹介する場合について考えようとするものであった。 しかし、

欲をか'くようであるが、 日本人学生への中国語教育の面についても考えた

い。まず、一般論 として、ただに中国語学習者のみならず、学生全体が、

古典芸能どころか古典そのものが無視と言わぬまでも無理解なことである。

ひいては、 日本の文化 ・文学への関心の薄さである。申国のことデ中国語

のことは、まが りな りにも若干の知識を得なが ら、日本のことは、からき

し分からない。 これでよいはずがない。中文科の指導について、 この点を

考え直したいと思う。中国語教員志望者が巣立って行 くが、中国語免許だ

けでな く、ぜひとも国語免許をも持ってほしい。中国藷がわかっても日本

のことがわからないρでは困る。いや、 母本語がわからない者に、正 しい

中国語指導:ができるとは思われない。

(注1)東 京浅草、劇 団む らさき座。神奈川藤野町歌舞伎保存会。調布市公民館市

民歌舞伎等。

.(注2>「 ギナタ読み⊥ とは、 厂弁慶カミ薙 刀を持 ちて……」 と読むべ きものを、 「ベ

ンケイガナ ・ギナタヲ……」 と諱む もの。「広辞苑」所i裁。

〈注3)
..通甑r仮 名手本忠臣蔵』ρ大詰 として嵐 土屋邸は蹶 い.r握 主稠.
かr松 浦の太鼓』 として独立 し℃上演 され る。その土屋邸 の場を、討入大詰

とない まぜに し、暗転 で舞台転換をはかった。
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